
（資料保存実用講座と企業展示については、裏面をご覧ください。）

受付
ＪＨＫあいさつ
特別講演「東京都立図書館資料防災マニュアルについて」
東京都立中央図書館資料保全専門員　眞野節雄　
小休憩
特別講演「災害を前提とした文化財保護対策の構築―日本学術会議提
言によせて」熊本大学文学部教授　木下尚子
企業展示（昼休み）
特別講演「文化財未指定の古文書修復の必要性―具体的対応と問題
点について―」涛声学舎 舎主（元敦賀短期大学教授）多仁照廣
小休憩
資料保存実用講座（その１）
企業展示
資料保存実用講座（その２）
日本図書館協会あいさつ
企業展示

 9 : 20~  9 : 50
 9 : 50~  9 : 55
 9:55~10:40
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10:50~11:35 
 
11:35~13:15
13:15~14:00 

14:00~14:10
14:10~15:30
15:30~16:10
16:10~17:30 
17:30~17:35
17:35~18:00

第 8 回資料保存シンポジウム

― 現在の取り組み、今後の課題 ―
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情報保存研究会（ＪＨＫ）・（社）日本図書館協会  共催

　情報保存研究会（ＪＨＫ）と社団法人日本図書館協会は、これまで7回に渡り、資料保存という
テーマでシンポジウムを開催してまいりました。
  ８回目を迎えた今回のシンポジウムは、「資料の保存とデジタルアーカイブ―現在の取り組み、今後
の課題―」というテーマで開催いたします。最初に特別講演として３名の講師の方々より、取り組ん
でいる課題についてお話をしていただく予定です。
  また、ご好評をいただいている資料保存実用講座を今回もシンポジウムの後半に設けます。この実
用講座では、資料保存にかかわるさまざまなツールやシステムなどについて、出展企業から総合的
にプレゼンテーションをさせていただきます。
  このほか、企業展示もあわせて開催します。シンポジウムに参加される方々が資料保存にかかわる
専門業者と直に情報交換できる場を用意いたしました。

情報保存研究会        〒113-0033 東京都文京区本郷 1-14-2-71     URL：http://www.e-jhk.com

日  時：2014 年 10 月 20 日（月）9：50 ～ 18：00（受付  9：20）

無料（定員 300 名）  申込締切：10 月 14 日（火）
 東京国立博物館 平成館・大講堂＆ラウンジ
〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9
ＪＲ：上野駅公園口・鶯谷駅南口から徒歩 10 分
東京メトロ：銀座線上野駅・日比谷線上野駅・千代田線根津駅から徒歩 15 分
京成電鉄：京成上野駅から徒歩 15 分
 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会、国立大学図書館協会、私立大学図書館協会、
文化財保存修復学会、ＡＲＭＡ東京支部、企業史料協議会、記録管理学会、
全国大学史資料協議会、日本アーカイブズ学会、
専門図書館協議会、アート・ドキュメンテーション学会（以上予定）

参加費：
 会   場 ：

 後   援 ：

①お名前  ②ご所属  ③E-mail アドレスまたは電話番号をご記入の上、情報保存研究会・シンポジウム担当まで
E-mail（sympo2014@e-jhk.com）または FAX（03-3813-5909）でお申し込み下さい。
ご提供いただいた個人情報は、シンポジウムの実施・運営にのみ使用いたします。

お申し込み方法のご案内

当日は、東京国立博物館の西門からご入場ください入場のご案内

平成館にはレストランがありませんので、上野公園内やＪＲの上野駅・鶯谷駅周辺のレストランをご利用ください。
なお、お弁当をご持参いただいた場合は、平成館の小講堂でお召し上がりいただくことができます。

昼食のご案内

プログラム

資料の保存とデジタルアーカイブについて



第8回資料保存シンポジウムに、情報の保存・活用のエキスパートがそろいます。
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※展示会場では、今回のシンポジウムに関連した図書の販売も行います。

企業名 発表内容

企業名 出展内容

資料撮影における留意点Ⅱ

中性紙保存箱の物理的強度の比較

光ディスクによるアーカイブソリューション提案

コリブリブックカバーシステムのご案内

情報の潜在力を最大限に活かすための修復処置とは

長期保存用光ディスクとアーカイブソフト

当社商品のご紹介

大量電子化（フィルムバージョン）

画像スキャンの仕様設定と評価の最新ソフト

防湿保管例の説明

博物館向けクラウドシステム

資料保存のための湿度管理について

長期保存用光ディスクとアーカイブソフト

情報の潜在力を最大限に活かすための修復処置とは

くん蒸、書籍クリーニングのご案内

薬剤や薫蒸によらない恒久カビ対策、空調機用UV-C殺菌灯

大量電子化（フィルムバージョン）

修復事例の紹介と各種製本サンプル

資料撮影装置（パネル展示）・史料保存用綿テープ

長期保存用の中性紙と保存容器の展示

防湿保管庫「ドライ・キャビ」

安定した湿度管理をつくる加湿除湿ユニット

光ディスクによるアーカイブ提案

紙資料の保護や保存に適した商品の展示

ブックスキャナ、画像評価用ソフト

中性紙保存容器、クリスタルファイル、悪性ガス吸着ボード

博物館向けクラウドシステム

企業展示 （50音順）

資料保存実用講座 （発表順）

その他会員企業
有限会社岩田書院  /  株式会社インフォマージュ  /  関東インフォメーションマイクロ株式会社 
株式会社コスモスインターナショナル  /  株式会社資料保存器材  /  新生マイクロ写真株式会社  /  株式会社D.I.M.S．
社会福祉法人日本キリスト教奉仕団東京都板橋福祉工場  /  ナカシャクリエイテブ株式会社  /  ナカバヤシ株式会社
株式会社ニチマイ  /  日本ファイリング株式会社  /  株式会社パレット  /  株式会社プリザベーション・テクノロジーズ・ジャパン
株式会社ブリッシュ  /  株式会社堀内カラー  /  株式会社マイクロ


